
日
本
文
明
の
先
駆
者

本
誌
編
集
長

す
る
た
め
に
中
野
正せ

い

剛ご
う
が
、
民
族
派
の
天

野
辰
夫
、
逓
信
省
工

務
局
長
の
松
前
重
義

ら
と
動
い
て
い
た
昭

和
十
八
年
八
月
、
天

野
の
盟
友
片
岡
駿
は

宇
垣
に
こ
う
決
意
を

NIPPON 2010.10　8687

日本文明の先駆者

質
し
た
。

　

宇
垣
は
片
岡
に
対
し
て
「
当
然
の
こ
と
だ
。
私
も
今
度
は
初
め
か
ら

命
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
命
の
あ
る
う
ち
に
命
が
け
の
大
掃
除
を

す
る
と
い
う
決
意
で
す
」
と
答
え
た
（
片
岡
駿
「
天
野
辰
夫
大
人
を
偲

ぶ
」『
新
勢
力
』
昭
和
四
十
九
年
四
月
）。

　

後
に
中
野
の
腹
心
三
田
村
武
夫
か
ら
押
収
さ
れ
た
組
閣
案
に
は
、

「
総
理
大
臣
・
宇
垣
一
成
、
内
務
大
臣
・
中
野
正
剛
、
内
閣
書
記
官
長
・

天
野
辰
夫
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
中
野
は
、
外
務
大

臣
・
広
田
弘
毅
、
情
報
局
総
裁
・
緒
方
竹
虎
、
商
工
相
兼
企
画
院
総

裁
・
梶
井
剛
と
い
う
陣
容
を
考
え
て
い
た
と
も
い
う
。
中
野
の
長
男
泰

雄
は
、
こ
の
組
閣
案
は
東
方
会
員
が
戯
れ
に
書
い
た
も
の
だ
と
指
摘
し

て
い
る
が
、
片
岡
の
証
言
に
よ
れ
ば
宇
垣
政
権
の
陸
海
軍
大
臣
を
も
想

定
し
て
、
軍
に
対
す
る
交
渉
も
進
展
し
て
い
た
。

　

問
題
は
重
臣
工
作
だ
っ
た
。
重
臣
た
ち
は
東
條
か
ら
強
く
牽
制
さ
れ

て
い
た
が
、
八
月
に
な
る
と
中
野
は
天
野
や
松
前
ら
と
と
も
に
近
衛
文

35

中 
野  

正 

剛

東
條
英
機
政
権
打
倒
工
作

　
「
宇
垣
内
閣
実
現
の
暁
に
は
お
約
束
を
命
に
か
け
て
も
実
行
し
て
下

さ
い
。
皆
ま
で
や
ら
ぬ
う
ち
に
反
宇
坦
派
の
将
校
か
ら
首
を
狙
わ
れ
る

で
し
ょ
う
が
、
私
も
命
に
か
け
て
閣
下
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
も

し
貴
方
が
我
々
を
裏
切
っ
て
違
約
を
し
た
場
合
、
私
は
必
ず
閣
下
の
命

を
貰
う
積
り
で
す
か
ら
、
そ
の
こ
と
も
よ
く
覚
え
て
い
て
下
さ
い
」

　

東
條
英
機
内
閣
を
打
倒
し
、
宇
垣
一
成
を
首
班
と
す
る
内
閣
を
実
現

           
自
刃
に
よ
っ
て
、
も
う
一
つ
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
貫
い
た

日本文明の先駆者

麿
や
宇
垣
ら
の
間
を
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
企
画
院
調
査
官
だ

っ
た
日
下
藤
吾
が
、
宇
垣
、
近
衛
を
訪
問
し
、
日
本
経
済
の
実
態
と
再

建
の
方
向
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た
。

　

当
初
、
中
野
は
近
衛
が
陛
下
に
拝
謁
し
、
直
接
戦
局
の
現
状
と
将
来

の
展
望
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
、
陛
下
に
戦
争
に
対
す
る
正
し
い

認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
聖
断
を
仰
ご
う
と
し
た
。
し
か
し
陛
下

に
拝
謁
す
る
に
は
木
戸
幸
一
内
大
臣
の
同
意
と
陛
下
へ
の
取
り
次
ぎ
が

必
要
だ
っ
た
。
木
戸
と
東
條
と
の
間
に
は
、
東
條
の
承
認
を
得
た
も
の

で
な
け
れ
ば
、
絶
対
に
陛
下
に
拝
謁
さ
せ
な
い
と
い
う
約
束
が
で
き
て

い
た
と
も
い
う
。
そ
こ
で
、
中
野
は
重
臣
会
議
の
場
で
東
條
に
直
接
引

導
を
わ
た
す
戦
略
に
切
り
替
え
、
八
月
二
十
三
日
の
近
衛
・
宇
垣
会
談

で
そ
の
合
意
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
、
近
衛
、
岡
田
啓
介
、
平
沼
麒
一

郎
の
三
人
が
発
起
人
に
な
っ
て
、
東
條
を
招
待
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

岡
田
が
幹
事
役
と
し
て
、
政
局
、
戦
局
の
重
大
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
に

関
す
る
資
料
を
米
内
光
政
が
示
し
て
、
東
條
を
批
判
し
、
近
衛
が
辞
任

を
勧
告
す
る
と
い
う
作
戦
も
立
て
ら
れ
た
。

　

八
月
三
十
日
、
東
條
に
退
陣
を
勧
告
す
る
と
き
が
訪
れ
た
。
反
東
條

派
の
重
臣
岡
田
・
米
内
、
近
衛
ら
が
東
條
を
招
い
た
。
東
條
は
重
光
葵

外
相
、
賀
屋
興
宣
蔵
相
、
島
田
繁
太
郎
海
相
、
鈴
木
貞
一
企
画
院
総
裁

を
引
き
連
れ
て
、
重
臣
の
待
つ
華
族
会
館
に
乗
り
込
ん
で
き
た
。
重
臣

は
戦
況
に
対
す
る
不
満
の
意
を
表
し
て
、
暗
に
引
責
辞
職
を
期
待
す
る

態
度
を
示
し
た
。
し
か
し
、
中
野
の
秘
書
を
務
め
て
い
た
永
田
正
義
に

よ
る
と
、
東
條
は
「
重
臣
達
は
こ
う
い
う
会
議
を
や
っ
て
内
閥
転
覆
の

陰
謀
を
や
っ
て
い
る
。
…
…
重
臣
諸
公
と
難
も
容
赦
し
ま
せ
ん
よ
」
と

た
ん
か
を
切
り
、「
忙
し
い
」
と
言
っ
て
出
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

東
條
は
十
月
二
十
五
日
に
開
会
さ
れ
る
衆
議
院
に
中
野
が
出
席
す
る

こ
と
を
恐
れ
、
そ
の
前
に
手
を
打
っ
て
き
た
。
同
月
二
十
一
日
午
前
六

時
、
警
視
庁
の
特
高
約
百
名
を
動
員
し
て
、
中
野
検
挙
に
踏
み
切
っ
た

の
で
あ
る
。
同
日
、
勤
皇
ま
こ
と
む
す
び
の
天
野
辰
夫
、
片
岡
駿
、
中

村
武
彦
ら
、
さ
ら
に
勤
皇
同
志
会
の
幹
部
も
検
挙
さ
れ
た
。
獄
中
で
中

野
は
、
自
ら
の
理
想
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

欧
米
列
強
の
植
民
地
支
配
の
打
破
と
ア
ジ
ア
の
復
興

　

中
野
は
明
治
十
九
年
二
月
十
二
日
、
旧
福
岡
藩
士
中
野
泰
次
郎
と
母

ト
ラ
の
長
男
と
し
て
、
福
岡
県
福
岡
市
西
湊
町
（
現
中
央
区
荒
戸
）
に

生
ま
れ
、
甚
太
郎
と
名
付
け
ら
れ
た
。
中
野
家
は
代
々
黒
田
藩
の
御
船

方
で
、
父
泰
次
郎
の
代
に
分
家
し
、
福
岡
市
西
町
（
現
中
央
区
今
川
）

で
質
屋
を
家
業
と
し
て
い
た
。

　

尋
常
科
四
年
を
済
ま
せ
た
甚
太
郎
は
、
明
治
二
十
八
年
に
福
岡
県
立

師
範
付
属
小
学
校
の
高
等
科
に
進
み
、
頭
山
満
の
甥
の
柴
田
文
次
郎

（
文
城
）
か
ら
漢
学
を
学
ん
だ
。
十
四
歳
に
な
っ
た
甚
太
郎
は
修
猷
館

に
進
学
、
在
学
中
の
明
治
三
十
六
年
に
自
ら
正
剛
と
改
名
し
た
。
同
じ

町
内
に
い
た
中
野
甚
太
郎
と
い
う
同
姓
同
名
の
不
良
が
悪
事
を
し
て
捕

ま
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。
ト
ラ
は
「
ま
さ
か
た
」
と
読
む
つ
も
り
だ

っ
た
が
、「
せ
い
ご
う
」
で
通
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

修
猷
館
時
代
に
中
野
は
左
の
大
腿
部
を
痛
め
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
固
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ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
に
柔
道
の
稽
古
の
際
に
強
打
し
て
さ
ら
に
悪
化

さ
せ
、
手
術
を
受
け
た
も
の
の
、
足
が
ほ
ん
の
少
し
だ
け
不
自
由
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
彼
は
柔
道
を
続
け
、
仲
間
た
ち
と
道
場

「
振
武
館
」
を
開
い
た
。
明
治
三
十
八
年
に
修
猷
館
を
卒
業
後
、
中
野

は
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
科
に
進
学
し
た
。
修
猷
館
の
同
窓
緒
方
竹

虎
は
中
国
貿
易
を
志
し
て
一
旦
高
商
に
入
っ
た
が
、
中
野
の
勧
め
も
あ

っ
て
早
稲
田
に
転
じ
た
。
二
人
は
、
茗
荷
谷
に
一
軒
を
借
り
て
自
炊
生

活
を
始
め
た
。

　

明
治
四
十
二
年
七
月
、
早
稲
田
を
卒
業
し
た
中
野
は
同
級
生
の
風

見
章
と
と
も
に
、『
東
京
日
日
新
聞
』（
現
『
毎
日
新
聞
』）
を
発
行
し

て
い
た
日
報
社
に
入
社
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
社
の
経
営
状
態
は
芳

し
く
な
く
、
同
年
十
一
月
に
は
朝
日
新
聞
社
に
移
る
。
当
時
の
様
子

を
、
桐

き
り
ゅ
う生
悠ゆ

う

々ゆ
う
は
「
つ
ね
に
紋
付
袴
姿
で
出
社
、
国
士
を
も
っ
て
任
じ
、

肩
を
怒
ら
し
て
書
生
気
質
を
現
わ
し
、
覇
気
横
溢
、
犬
養
の
崇
拝
家
で

儕さ
い

輩は
い

を
見
下
ろ
し
て
い
た
」
と
振
り
返
る
（
猪
俣
敬
太
郎
『
中
野
正

剛
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
三
年
、
三
十
頁
）。

　

中
野
は
「
戎
蛮
馬
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
朝
野
の
政
治
家
」
と
題
す

る
人
物
論
を
連
載
し
、
藩
閥
、
軍
閥
に
対
す
る
政
党
政
治
家
の
奮
起
を

促
し
た
。
こ
の
連
載
は
『
八
面
鋒
─
朝
野
の
政
治
家
』
と
し
て
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
明
治
四
十
四
年
夏
に
は
、『
明
治
民
権
史
論
』
の
著
述
に

取
り
掛
か
り
、
大
正
元
年
十
月
か
ら
『
朝
日
新
聞
』
紙
上
に
連
載
し
た
。

こ
こ
で
中
野
は
、
藩
閥
の
巨
魁
で
あ
る
伊
藤
博
文
を
、
み
だ
り
に
ビ
ス

マ
ル
ク
を
気
取
る
「
柔
弱
な
る
鉄
血
宰
相
」
と
揶
揄
す
る
な
ど
、
反
藩

閥
の
立
場
を
鮮
明
に
し
、
自
由
民
権
運
動
の
敗
北
原
因
を
考
究
、
次
の

よ
う
に
結
論
づ
け
た
。

　
「
閥
族
を
掃
蕩
せ
ば
、
同
時
に
政
党
を
改
善
す
る
を
閑
却
す
べ
か
ら

ず
。
も
し
そ
れ
藩
閥
の
毒
血
を
洗
う
に
、
党
閥
の
汚
血
を
以
て
す
る
が

如
き
は
、
吾
人
の
も
っ
と
も
戒
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
な
り
。
か
く
の

如
き
は
、
明
治
年
代
に
お
い
て
未
だ
完
成
せ
ら
れ
ざ
る
維
新
の
大
業
を

継
承
し
て
、
そ
の
精
神
を
拡
充
す
る
所
以
に
あ
ら
ず
」

　

中
野
は
、
自
由
民
権
運
動
の
原
点
を
、
維
新
の
貫
徹
を
目
指
し
て
斃

れ
た
西
郷
南
洲
の
精
神
に
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
文
名
を
謳

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
護
憲
運
動
へ
肩
入
れ
し
て
社
内
で
孤
立
し

て
い
っ
た
。
早
稲
田
の
同
窓
梅
沢
慎
六
は
、
そ
ん
な
中
野
に
つ
い
て
、

「
学
生
時
代
か
ら
孤
高
の
風
が
あ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

修
猷
館
時
代
か
ら
中
野
は
玄
洋
社
に
出
入
し
て
い
た
。「
振
武
館
」

を
作
る
際
に
資
金
を
出
し
た
の
も
、
玄
洋
社
の
平
岡
浩
太
郎
で
あ
っ
た
。

早
稲
田
在
学
中
に
大
陸
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
強
め
た
中
野
は
、
頭
山
満

を
訪
れ
、
や
が
て
孫
文
、
黄
興
、
宋
教
仁
ら
と
出
会
う
。
ま
た
、
早
稲

田
時
代
に
は
、
後
に
満
洲
国
交
通
部
総
長
な
ど
を
務
め
る
丁
鑑
修
と
交

流
し
て
い
た
。
中
野
は
丁
の
た
め
に
授
業
の
ノ
ー
ト
を
と
っ
て
や
る
な

ど
の
心
遣
い
を
見
せ
た
と
い
う
。
明
治
四
十
一
年
夏
に
は
丁
と
と
も
に

満
洲
を
訪
問
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
中
野
ら
が
訪
れ
た
の
が
、
大
連
で

活
躍
し
て
い
た
金
子
雪
斎
（
平
吉
）
で
あ
っ
た
。

　

雪
斎
は
私
塾
「
振
東
学
社
」
で
現
地
の
青
年
や
日
本
人
青
年
三
十
余

名
を
養
っ
て
い
た
。
日
露
戦
争
に
通
訳
と
し
て
従
軍
し
た
後
、
明
治
三

十
九
年
に
遼
東
新
報
社
に
入
り
、
以
来
満
洲
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
。

明
治
四
十
一
年
に
大
連
に
『
泰
東
日
報
』
を
創
刊
、
大
正
五
年
に
興
亜

の
人
材
養
成
を
願
っ
て
設
立
し
た
の
が
振
東
学
社
で
あ
る
。

　

こ
の
出
会
い
以
来
、
中
野
は
大
正
十
四
年
に
雪
斎
が
亡
く
な
る
ま
で
、

私
淑
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
る
と
き
、
中
野
が
雪
斎
と
朝
鮮
問

題
に
つ
い
て
議
論
し
た
時
、
雪
斎
は
「
朝
鮮
は
独
立
さ
せ
て
や
る
べ
き

だ
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
雪
斎
は
「
人
間
が
人
間
に
対
し
て
『
お
前
は

独
立
し
て
は
い
け
な
い
』
な
ど
、
ど
う
し
て
曰
へ
る
か
。
そ
ん
な
馬
鹿

な
説
法
は
、
如
何
に
巧
妙
に
潤
色
し
て
も
、
朝
鮮
人
は
誰
も
耳
を
傾
け

な
い
」
と
言
い
切
っ
た
。
中
野
は
雪
斎
流
の
独
立
論
を
と
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
朝
鮮
統
治
の
現
状
を
正
面
か
ら
批
判
し
、「
一
視
同
仁
の

同
化
政
策
」
を
徹
底
せ
よ
と
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

　
「
余
は
人
類
な
る
も
の
の
性
情
よ
り
推
し
て
、
圧
制
の
決
し
て
新
附

の
民
を
御
す
る
所
以
に
非
ざ
る
を
説
き
た
り
。
…
…
鮮
人
に
参
政
権
を

与
ふ
る
の
準
備
を
な
す
と
同
時
に
、
皇
室
の
連
枝
を
新
領
土
に
迎
へ
奉

り
て
、
威
厳
と
思
愛
の
源
泉
と
な
す
に
あ
り
」

　

中
野
は
、
大
正
四
年
三
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
に
赴
い
た
。
そ
の

と
き
目
撃
し
た
列
強
の
ア
ジ
ア
支
配
の
惨
状
が
、
彼
の
興
亜
へ
の
思
い

を
ま
す
ま
す
強
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
、
視
察
の
紀
行
「
亡

国
の
山
河
」
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
国
亡
び
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
木
深
し
、
鳴
呼
こ
れ
何
ら

悽せ
い

愴そ
う
の
言
ぞ
や
。
神
戸
を
解
繿
し
て
よ
り
マ
ル
セ
イ
ユ
に
着
す
る
ま
で
、

そ
の
経
る
所
は
み
な
亡
国
も
し
く
は
半
亡
国
な
り
、
し
か
し
て
こ
れ
ら

亡
国
の
民
は
み
な
吾
人
と
思
想
感
情
文
明
の
系
統
を
同
じ
う
す
る
有
色

人
種
に
し
て
、
こ
れ
ら
を
征
服
し
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
優
勝
者
は
、
み

な
吾
人
と
祖
先
を
異
に
し
文
教
を
異
に
す
る
白
人
な
り
。
吾
人
は
白
人

に
対
し
て
怨
な
く
、
白
人
の
教
を
受
く
る
に
吝
な
ら
ず
。
さ
れ
ど
彼
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
を
叫
べ
ば
、
我
に
も
人
道
主
義
の
声
あ
り
、
彼
我
の
揚

言
す
る
と
こ
ろ
を
実
行
せ
ん
と
な
ら
ば
、
世
界
の
人
種
的
不
公
平
あ
る

を
許
す
べ
か
ら
ず
。
か
く
て
余
が
渡
欧
の
旅
行
記
は
、
期
せ
ず
し
て
人

種
的
偏
見
を
呪
う
無
韻
の
叙
情
詩
と
な
れ
り
」

　

大
正
五
年
七
月
に
視
察
を
終
え
て
帰
国
し
た
中
野
は
、
興
亜
の
立
場

か
ら
政
府
の
対
外
政
策
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
頭
山
満
、
三
浦
梧
楼
に

宛
て
た
書
簡
で
は
、
大
正
四
年
一
月
に
加
藤
高
明
外
務
大
臣
が
行
っ
た

対
支
二
十
一
カ
条
要
求
を
失
敗
だ
っ
た
と
批
判
し
て
い
る
。
同
年
九
月
、

早
稲
田
の
先
輩
で
『
時
事
新
報
』
の
記
者
を
務
め
て
い
た
東
あ
ず
ま

則
正
が

『
東
方
時
論
』
を
創
刊
、
ま
も
な
く
同
誌
主
幹
に
就
く
こ
と
が
決
ま
り
、

中
野
は
朝
日
新
聞
を
退
社
す
る
。
政
治
家
を
志
し
た
中
野
は
大
正
六
年

四
月
の
総
選
挙
に
出
馬
、
こ
の
と
き
は
落
選
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た

が
、
大
正
九
年
に
再
度
出
馬
し
初
当
選
を
果
た
す
。

　

欧
米
列
強
の
植
民
地
支
配
の
打
破
と
ア
ジ
ア
の
復
興
を
目
指
す
中
野

は
、
主
体
性
な
き
外
交
、
列
強
追
随
の
外
交
を
激
し
く
批
判
し
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
末
期
の
大
正
七
年
春
に
連
合
国
が
レ
ー
ニ
ン
新
政
府
を

打
倒
す
る
た
め
シ
ベ
リ
ア
へ
出
兵
、
日
本
も
こ
れ
に
追
随
し
た
。
大
正

九
年
一
月
に
ア
メ
リ
カ
が
撤
退
し
た
後
も
日
本
軍
は
退
か
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
同
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
領
サ
ガ
レ
ン
州
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の
首
府
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
で
、
七
百
余
名
の
日
本
軍
守
備
隊
お
よ
び

居
留
民
が
殺
害
さ
れ
た
。
尼に

港こ
う

事
件
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
日
本
政
府
の
姿
勢
を
、
中
野

は
「
無
方
針
」、「
ご
都
合
主
義
」、「
非
日
本
的
」、「
外
国
本
位
」
だ
と

痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
議
員
と
し
て
の
中
野
の
最
初
の
演
説
が
尼
港

問
題
審
査
会
設
置
決
議
案
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
の
は
、
決
し
て
偶
然

で
は
な
い
。

独
伊
へ
の
接
近
の
真
意

　

大
正
九
年
五
月
の
総
選
挙
で
初
当
選
を
果
た
し
た
中
野
は
、
以
後
、

八
回
に
わ
た
り
当
選
を
重
ね
た
。
大
正
十
一
年
に
は
革
新
倶
楽
部
を
結

成
、
大
正
十
三
年
に
は
憲
政
会
に
入
会
、
同
党
は
昭
和
二
年
に
立
憲
民

政
党
に
改
編
さ
れ
る
。
昭
和
三
年
に
は
陸
軍
機
密
費
横
領
問
題
や
張
作

霖
爆
殺
事
件
で
田
中
儀
一
内
閣
を
激
し
く
追
及
し
た
。

　

こ
の
間
、
四
十
二
歳
の
前
厄
に
あ
た
る
大
正
十
五
年
は
、
中
野
に
と

っ
て
最
悪
の
年
で
あ
っ
た
。
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
足
の
傷
跡
を

整
形
す
る
手
術
に
踏
み
切
っ
た
が
、
術
後
に
異
変
が
起
こ
っ
た
。
血
管

の
処
置
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
た
め
か
、
左
足
の
爪
先
か
ら
枯
死
が
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
医
者
は
つ
い
に
足
首
を
切
断
す
る
決
心
を
し
て
手
術

を
開
始
し
た
が
、
結
局
膝
の
上
ま
で
切
り
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

片
足
を
失
っ
た
後
も
、
中
野
は
政
治
家
と
し
て
の
活
動
を
続
け
た
。
満

洲
事
変
勃
発
、
国
際
連
盟
脱
退
と
い
う
激
動
の
中
で
、
中
野
の
政
治
活

動
は
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
。
昭
和
七
年
に
立
憲
民
政
党
を
離
党
し
、

安
達
謙
蔵
と
共
に
国
民
同
盟
を
結
成
、
綱
領
と
し
て
「
立
国
の
精
神
を

拡
充
し
、
国
際
正
義
の
再
建
を
期
す
」
と
謳
っ
た
。
翌
昭
和
八
年
に
は

「
国
家
改
造
計
画
綱
領
」
を
発
表
、
強
力
内
閣
を
組
織
せ
よ
と
唱
え
た
。

　

国
民
同
盟
が
日
本
の
政
党
と
し
て
初
め
て
黒
サ
ー
ジ
の
制
服
を
用
い

た
こ
と
も
あ
り
、
新
聞
は
「
フ
ァ
シ
ョ
・
ユ
ニ
ホ
ー
ム
」
と
揶
揄
し

た
。
や
が
て
昭
和
十
二
年
十
一
月
に
、
中
野
は
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
を

訪
問
し
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
ヒ
ト
ラ
ー
と
会
見
す
る
。
こ
う
し
た
独
伊

へ
の
傾
斜
に
つ
い
て
、
栄
沢
幸
二
氏
は
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
か
ら
フ

ァ
シ
ス
ト
へ
と
自
己
の
立
場
を
一
変
さ
せ
た
」
と
断
じ
る
（
栄
沢
幸
二

『「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
思
想
』
講
談
社
、
平
成
七
年
、
四
十
八
頁
）。

　

親
友
の
緒
方
で
さ
え
、「
彼
の
平
生
を
知
る
私
に
は
、
彼
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
擬
い
の
黒
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
ナ
チ
の
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
に
似

た
徽
章
、
そ
れ
か
ら
そ
の
独
伊
巡
礼
等
々
、
す
べ
て
憑
き
も
の
が
し
た

と
し
か
思
え
な
か
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
し
か
し
、
室む

ろ

潔き
よ
し

氏
が

指
摘
す
る
通
り
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
批
判
は
満
洲
問
題
に
乗
じ
て
突

如
出
て
き
た
も
の
で
は
な
い
（
室
潔
『
東
條
討
つ
べ
し
』
朝
日
新
聞
社
、

平
成
七
年
、
三
十
一
頁
）。
ま
た
室
氏
は
、
中
野
が
ナ
チ
ス
に
注
目
し

た
の
は
、
そ
の
活
動
形
態
の
効
果
へ
の
期
待
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い

る
。「
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
、
体
を
張
っ
て
抵
抗
し
た
」
の

は
中
野
た
だ
一
人
だ
と
喝
破
し
た
日
下
藤
吾
の
説
に
、
筆
者
は
同
意
す

る
（
江
口
敏
『
志
に
生
き
る
！
』
清
流
出
版
、平
成
十
五
年
、二
十
頁
）。

　

内
外
の
激
動
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
中
野
は
英
米
支
配
の
国
際
秩
序

の
打
破
と
ア
ジ
ア
の
復
興
を
目
指
し
続
け
て
い
た
。
昭
和
十
一
年
一
月

に
は
南
京
で
蒋
介
石
と
会
談
し
て
い
る
。
支
那
事
変
勃
発
後
に
も
「
日

本
が
支
那
に
お
い
て
排
撃
し
つ
つ
あ
る
も
の
は
欧
米
的
外
来
支
配
原
理

で
あ
っ
て
、
断
じ
て
支
那
民
衆
で
は
な
い
。
…
…
日
本
が
支
那
に
お
い

て
戦
い
取
ら
ん
と
し
つ
つ
あ
る
も
の
は
、
日
本
的
東
亜
共
存
原
理
で
あ

っ
て
、
断
じ
て
領
土
で
も
な
け
れ
ば
資
源
で
も
な
い
。
そ
こ
で
終
局
の

結
果
と
し
て
日
本
は
極
東
に
お
い
て
欧
米
的
外
来
支
配
原
理
を
一
掃
し

て
、
日
本
的
東
亜
共
存
原
理
の
下
、
日
支
の
根
本
的
融
合
を
企
図
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
を
貫
い
た
（
中
野
泰
雄
『
政
治
家
中
野
正

剛　

下
』
新
光
閣
書
店
、
昭
和
四
十
六
、
二
百
六
十
五
頁
）。
こ
の
間
、

中
野
は
昭
和
十
年
末
に
国
民
同
盟
か
ら
脱
退
、
昭
和
十
一
年
五
月
、
東

方
会
を
政
治
団
体
と
し
、
自
ら
総
裁
に
就
い
た
。
機
関
誌
『
我
観
』
は

『
東
大
陸
』
と
改
題
さ
れ
た
。
改
題
の
趣
旨
で
雪
嶺
は
「
東
大
陸
幾
億

の
民
が
立
国
す
べ
き
に
立
国
し
、
地
の
利
に
応
じ
て
、
文
明
を
発
揚
し
、

世
界
の
進
化
を
こ
い
ね
が
う
よ
う
に
と
思
い
立
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

　

中
野
は
、
昭
和
十
四
年
以
降
、
排
英
・
南
進
を
声
高
に
叫
ん
で
い
く
。

昭
和
十
五
年
八
月
に
第
二
次
近
衛
内
閣
の
も
と
で
新
体
制
準
備
会
が
で

き
る
と
、
中
野
は
準
備
委
員
の
一
人
に
選
出
さ
れ
た
。
同
年
十
月
に
は

大
政
翼
賛
会
の
総
務
に
就
き
、
東
方
会
を
解
党
、
振
東
社
を
創
設
す
る
。

だ
が
、
昭
和
十
六
年
二
月
に
、
平
沼
内
相
が
翼
賛
会
を
政
治
結
社
で
は

な
く
公
事
結
社
で
あ
る
と
規
定
す
る
と
、
中
野
は
翼
賛
会
脱
退
に
踏
み

切
る
。

　

昭
和
十
六
年
十
月
に
総
理
に
就
い
た
東
條
英
機
は
、
同
年
十
二
月
八

日
対
英
米
開
戦
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
の
時
中
野
は
「
何
た
る
痛
快
事
で

あ
る
か
」、「
こ
の
一
撃
、
全
日
本
人
に
対
し
て
日
本
晴
れ
の
気
分
を
満

喫
さ
せ
た
」
と
開
戦
に
歓
喜
し
て
い
た
。
だ
が
、
ま
も
な
く
東
條
の
方

針
に
違
和
感
を
感
じ
始
め
る
。
中
野
は
『
東
大
陸
』
昭
和
十
七
年
一
月

号
で
「
戦
時
下
の
国
民
運
動
は
権
力
に
よ
り
て
命
令
し
、
法
律
制
度
罰

則
に
よ
り
て
民
衆
を
強
制
す
る
こ
と
に
の
み
よ
り
て
、
そ
の
目
的
を
達

成
す
る
こ
と
は
覚
束
な
い
。
国
家
総
力
を
積
極
的
に
発
揮
せ
ん
と
欲
せ

ば
、
国
民
の
自
発
的
協
力
を
誘
い
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
書
い
た
。
だ

が
、
一
方
で
彼
は
「
日
本
政
府
は
す
で
に
日
本
的
信
念
に
基
き
て
、
大

東
亜
経
綸
の
大
綱
を
闡
明
し
て
居
る
」
と
も
評
価
し
て
い
た
（『
東
大

陸
』
昭
和
十
七
年
二
月
）。

　

中
野
は
戦
時
の
要
請
を
十
分
に
承
知
し
て
い
た
。
た
だ
、
彼
は
上
か

ら
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
に
向
か
っ
て
自

発
的
に
献
身
す
る
日
本
社
会
の
理
想
の
実
現
を
願
っ
て
い
た
。
同
時
に
、

彼
が
求
め
た
も
の
は
、
物
質
に
も
精
神
に
も
偏
ら
ず
、
両
者
を
一
体
の

も
の
と
し
て
と
ら
え
る
日
本
人
の
精
神
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
七
年
十
月

十
日
、
帝
都
日
日
新
聞
社
主
催
の
長
期
戦
完
遂
演
説
会
で
、
と
も
に
講

演
を
務
め
た
商
工
大
臣
岸
信
介
の
講
演
を
聞
い
た
と
き
、
中
野
は
物
質

的
裏
付
け
を
欠
い
た
ま
ま
精
神
力
の
発
揚
を
強
要
す
る
戦
争
指
導
に
決

定
的
な
違
和
感
を
抱
い
た
。
岸
の
思
想
を
独
占
的
官
僚
制
資
本
主
義
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
だ
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
室
氏
は
、
上
意
下
達
、

命
令
と
服
従
と
い
う
軍
事
の
発
想
を
す
べ
て
と
す
る
東
條
の
戦
争
指
導

は
中
野
と
は
正
反
対
の
も
の
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

中
野
は
孟
子
の
「
豪
傑
の
士
文
王
な
し
と
雖
も
猶
興
る
」
の
精
神
に
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回
帰
す
る
と
と
も
に
、
世
田
谷
の
振
東
塾
道
場
で
の
講
義
の
題
材
に
、

頼
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
彼
が
天
皇
親
政
の

理
想
に
立
ち
返
っ
た
と
き
、
北
条
、
足
利
、
藤
原
、
蘇
我
等
、
特
殊
な

権
力
階
級
が
分
を
乱
す
こ
と
へ
の
憤
り
が
、
国
体
の
問
題
と
し
て
把
握

さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

自
決
に
よ
っ
て
中
野
が
示
し
た
も
の
と
は

　

中
野
は
昭
和
十
七
年
十
一
月
十
日
に
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
で
二
時

間
半
に
わ
た
っ
て
演
説
し
、
魂
の
叫
び
を
吐
き
出
し
た
。

　
「
天
下
一
人
を
以
て
興
る
。
諸
君
み
な
一
人
を
以
て
興
ろ
う
で
は
な

い
か
。
日
本
は
革
新
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
の
巨
船
は
怒
涛

の
中
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
便
乗
主
義
者
を
満
載
し
て
い
て
は
危
険
で

あ
る
。
諸
君
は
自
己
に
目
覚
め
よ
」

　

朝
日
の
大
西
斎い

つ
きが
「
早
稲
田
大
学
創
立
以
来
の
名
講
演
」
と
評
し

た
こ
の
演
説
の
一
部
は
『
東
大
陸
』
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
す

ぐ
に
発
禁
処
分
と
な
っ
た
。
数
日
後
、
内
務
省
、
警
視
庁
な
ど
は
東
方

会
の
演
説
会
に
対
し
て
は
一
切
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
を
決
め
た
。

　
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
八
年
正
月
号
に
載
せ
た
「
戦
時
宰
相
論
」
で

は
諸
葛
孔
明
を
引
き
合
い
に
出
し
「
難
局
日
本
の
名
宰
相
は
絶
対
に
強

く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
強
か
ら
ん
が
為
に
は
、
誠
忠
に
、
謹
慎
に
、
廉

潔
に
し
て
気
宇
広
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
書
い
た
。

　

情
報
局
は
こ
の
原
稿
を
問
題
な
し
と
し
て
通
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

東
條
の
手
に
よ
っ
て
発
禁
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
十
二
月
二
十
一

日
の
日
比
谷
公
会
堂
で
の
講
演
を
最
後
に
、
中
野
の
演
説
は
一
切
禁
止

さ
れ
た
。
も
は
や
字
句
で
は
な
く
、
中
野
の
存
在
自
体
を
東
條
は
許
さ

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
り
中
野
の
選
択
肢
に
は
東
條

政
権
打
倒
以
外
に
は
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
彼
は
工
作
を
開
始
し

た
の
で
あ
る
。
翌
昭
和
十
八
年
二
月
の
第
八
十
一
議
会
の
貴
族
院
本
会

議
で
は
、「
内
閣
不
可
侵
法
」
と
も
呼
ば
れ
る
戦
時
刑
事
特
別
法
改
正

案
が
成
立
し
、
倒
閣
運
動
も
大
臣
の
不
信
任
も
政
府
批
判
も
、
す
べ
て

「
国
政
変
乱
」
の
罪
に
問
わ
れ
る
恐
れ
が
出
て
き
た
。

　

中
野
は
、
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
一
日
に
逮
捕
さ
れ
た
。
戦
時
刑
事

特
別
法
に
よ
る
「
国
政
変
乱
の
た
め
の
協
議
、
煽
動
、
宣
伝
」
の
罪
に

該
当
す
る
と
の
見
込
み
で
あ
っ
た
が
、
確
証
は
な
く
行
政
処
分
で
の
拘

束
だ
っ
た
。
明
確
な
容
疑
は
、
あ
る
青
年
に
「
日
本
は
負
け
る
」
と
話

し
た
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

二
十
五
日
午
前
四
時
半
、
中
野
は
、
警
視
庁
の
独
房
十
号
か
ら
、
憲

兵
隊
に
移
さ
れ
た
。
東
條
は
中
野
の
起
訴
を
主
張
し
た
が
、
結
局
中
野

は
釈
放
さ
れ
、
二
十
六
日
午
後
二
時
代
々
木
の
自
宅
に
戻
っ
た
。

　

中
野
は
、
二
十
七
日
午
前
零
時
、
蔭か

げ
地じ

紙が
み
の
橘
紋
入
り
で
郡
山
紬
の

羽
織
り
の
紐
を
ほ
ど
き
、
最
期
の
時
を
迎
え
た
。
五
十
八
歳
だ
っ
た
。

　

正
座
で
き
な
い
中
野
は
椅
子
に
腰
か
け
、
古
式
に
従
っ
て
腹
を
形
式

的
に
切
っ
た
上
で
、
右
頚
動
脈
を
思
い
切
り
切
断
し
た
。
勢
い
よ
く
噴

き
出
す
血
潮
の
音
を
気
遣
っ
て
左
手
で
切
り
口
を
押
さ
え
た
の
か
、
椅

子
の
右
側
は
血
に
染
ま
っ
て
お
ら
ず
、
腰
か
け
部
に
大
量
の
血
痕
が
つ

い
て
い
た
と
い
う
。
一
昨
年
閉
鎖
さ
れ
た
玄
洋
社
記
念
館
を
十
五
年
ほ

ど
前
に
訪
れ
た
と
き
に
見
た
、
自
刃
時
に
着
用
さ
れ
て
い
た
衣
服
が
壮

絶
な
最
期
を
物
語
っ
て
い
た
。

　

中
野
は
何
を
思
っ
て
自
決
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
取
調
べ
の
最
中
に

何
が
起
こ
っ
た
か
は
闇
の
中
で
あ
る
。
渡
邊
行
男
氏
は
ス
パ
イ
容
疑
を

突
き
つ
け
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

憲
兵
隊
で
中
野
を
取
り
調
べ
た
大
西
敬
二
郎
中
尉
は
、
中
野
が
「
こ
の

戦
争
遂
行
の
た
め
に
軍
に
協
力
し
て
い
こ
う
と
思
う
」
と
述
べ
た
と
し
、

そ
れ
が
「
軍
に
対
す
る
終
戦
宣
言
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
と
振
り

返
っ
て
い
る
。
大
西
に
よ
れ
ば
、
中
野
は
翌
日
か
ら
の
議
会
に
も
出
席

し
な
い
こ
と
に
同
意
し
て
い
た
と
い
う
。

　

中
野
が
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
取
調
べ
が
さ

ら
に
継
続
し
、
工
作
に
関
与
し
た
皇
族
や
重
臣
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と

を
避
け
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
し
、
世
田
谷
の
部
隊
に
在
隊
し
て
い
た

二
男
が
肩
身
の
狭
い
思
い
を
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
避
け
た
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
妻
と
二
人
の
息
子
と
に
先
立
た
れ
た
中
野
は
、
死
に
つ

い
て
特
別
の
境
地
に
達
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
友
人
の
中
山
優
に

「
国
家
の
問
題
さ
え
気
に
か
か
る
も
の
が
な
け
れ
ば
、
死
と
い
う
も
の

は
、
実
は
僕
に
は
大
し
た
問
題
で
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
と
も
い
う
。

　

対
英
米
開
戦
の
責
任
を
痛
感
し
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
中
野
は
自
ら
の
死
に
よ
っ
て
、
残
さ
れ
る
者
た
ち
の
記
憶
に
東

條
の
間
違
い
を
刻
み
つ
け
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
自
刃
の
部

屋
に
は
、
雑
賀
博
愛
に
よ
る
『
大
西
郷
全
伝
』
第
二
巻
が
置
か
れ
、
楠

正
成
の
湊
川
出
陣
の
馬
上
銅
像
の
模
像
が
運
ば
れ
て
い
た
。

　

彼
は
『
日
本
外
史
』
の
講
義
で
「
よ
く
妥
協
す
る
者
は
こ
ん
な
こ
と

を
い
う
、
自
分
が
死
ん
だ
ら
、
あ
と
に
人
が
い
な
い
か
ら
…
と
。
そ
ん

な
こ
と
を
い
う
か
ら
い
な
い
の
だ
。
自
分
が
死
ね
ば
、
そ
の
壮
烈
な
る

死
に
刺
激
せ
ら
れ
て
、
後
継
者
は
か
な
ら
ず
出
て
く
る
」
と
も
語
っ
て

い
た
。
長
男
泰
雄
は
、「
死
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
祖
国
の
た
め
に
こ
の

不
当
な
権
力
に
対
す
る
戦
い
に
さ
ら
に
目
覚
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期

待
し
た
」
と
、
父
の
死
を
理
解
し
て
い
た
。

　

昭
和
十
六
年
七
月
、
全
て
の
興
亜
団
体
は
大
日
本
興
亜
同
盟
に
吸
収

さ
れ
、
政
治
団
体
と
し
て
の
個
別
の
活
動
を
停
止
し
た
。
こ
の
事
態
に

つ
い
て
、
竹
内
好
は
「
ア
ジ
ア
主
義
的
な
思
想
を
弾
圧
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
共
栄
圏
思
想
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
見
方
に
よ
っ

て
は
ア
ジ
ア
主
義
の
無
思
想
化
の
極
限
状
態
と
も
い
え
る
」
と
書
い
た
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
開
戦
か
ら
三
カ
月
後
の
昭
和
十
七
年
二
月
、
中
野

は
『
東
大
陸
』
に
「
大
東
亜
戦
争
下
の
東
方
会
運
動
」
と
題
し
て
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
た
。

　
「
我
等
が
現
地
人
に
対
し
て
高
揚
す
べ
き
も
の
は
人
種
的
優
越
感
で

な
く
て
、
道
義
的
矜
持
で
あ
る
。
随
て
我
等
は
英
米
人
の
如
く
、
特
権

的
に
君
臨
支
配
せ
ん
と
す
る
も
の
で
な
く
、
友
情
と
権
威
に
よ
り
て
、

本
質
的
に
指
導
誘ゆ

う

掖え
き

せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
」

　

い
ま
私
た
ち
は
、
中
野
の
死
か
ら
、
東
條
政
権
下
の
大
東
亜
共
栄
圏

と
は
異
な
る
、
も
う
一
つ
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
が
あ
っ
た
こ
と

を
確
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。


